
　認定基準（評価項目） 　　細　　　　目 　【参考】　ＪＳＴＳ－Ｄ（ＧＳＴC－Ｄを包含した日本版ガイドライン）該当指標

①資源の独自性 他の観光資源（じまん）には無い岐阜県らしい魅力的な特徴があるか。 ※岐阜県独自

②事業コンセプトの先進性・独創性 観光資源を活用した事業は先進性があり独創的であるか。 ※岐阜県独自

③事業目的・ビジョンの明確度 事業目的やビジョンは観光振興を目指すものであるか。 Ａ１.デスティネーション・マネジメント（観光地経営）戦略と実行計画

④ターゲットの明確度、ニーズ 魅力を伝えようとするターゲットは明確であり、ニーズはあるか。 A11.旅行者の数と活動の管理

⑤多様な来訪者への訴求力
外国人旅行者、障がいのある人や特別に配慮が必要な人等すべての人にとって魅力的なもの
であるか。

Ｂ８.多様な受入環境整備

①事業の継続性・持続可能性 取組を継続的に実施できる体制、事業スキームが示されているか。 Ａ２.デスティネーション・マネジメント（観光地経営）の責任 ／ B2.ディーセント・ワークと雇用機会

②地域特性との一致度 地域の特性を活かした観光振興策が示されているか。 ※岐阜県独自

③観光資源の把握と保護 地域の観光資源を把握し、保護するための計画、規制等の保全管理体制が整っているか。
A3.モニタリングと結果の公表 ／A4.観光による負荷軽減のための財源 ／A12.計画に関する規制と開発管理 ／B6.地権と使用権利
／Ｃ１.文化遺産の保護 ／Ｃ２.有形文化遺産 ／Ｃ３.無形文化遺産 ／Ｃ４.地域住民のアクセス権 ／C5.知的財産 ／Ｄ１.自然遺産

④来訪客の行動の把握・マナー啓発 観光が与える地域への負の影響を把握し、対策を行っているか。
Ｃ６.文化遺産における旅行者の管理 ／Ｃ７.文化遺産における旅行者のふるまい ／Ｄ２.自然遺産における旅行者の管理／
Ｄ３.自然遺産における旅行者のふるまい

⑤生態系の維持 地域の動植物を保護し、生態系を維持する取組を行っているか。 Ｄ４.生態系の維持 ／Ｄ５.野生生物の保護 ／Ｄ６.動物福祉

①知的好奇心への訴求力 来訪客の知的好奇心に訴える魅力はあるか。 Ａ１０.プロモーションと情報

②来訪者のニーズの把握 来訪者が求める学習メニュー、体験メニューなどのニーズを把握しているか。 Ａ９.旅行者意見の調査

③魅力的な学習・体験メニューの提供 来訪者の知的好奇心に応えられる学習メニューや体験メニューが提供されているか。 Ａ８.観光教育

④観光ガイド、ビジターセンター等の状況 来訪者が更に学習を進めたい場合に応えられる施設、人材が提供されているか。 Ｃ８.観光資源の解説

①既存観光資源・広域連携の可能性
地域内の宿泊施設・飲食店、既存観光資源等や、周辺の観光地と結びつくことで魅力を高めら
れるか。

※岐阜県独自

②来訪者の滞在時間・観光消費
地域の宿泊施設・飲食店、既存観光資源等や周辺の観光地との連携により、一定の滞在時間や
観光消費を見込めるコンテンツが提供されているか。

※岐阜県独自

③県政策との一致度 広域計画やキャンペーン、重点テーマ等とマッチし、県事業との連携を進められるか。 ※岐阜県独自

①取組主体の裾野
事業目的実現に向けて、地域住民を含む多くのプレイヤーの理解、協力を得られる体制が整っ
ているか。

A5.事業者における持続可能な観光への理解促進 ／Ａ６.住民参加と意見聴取 ／Ａ７.住民意見の調査

②取組主体の先進性 多様な分野のプレイヤーとの連携が進められているか。 ※岐阜県独自

③観光による経済効果 観光による地域経済への効果を測定し、地域住民などに公表しているか。 Ｂ１.観光による経済効果の測定

④ビジネスモデルの確立
取組を継続的に実施できる目標の設定や地域の実情に合ったビジネスモデルが確立されてい
るか。

B3.地域事業者の支援と公正な取引 ／B4.コミュニティへの支援

⑤地元自治体の支援体制 地元自治体の支援体制は確立されているか。 ※岐阜県独自

⑥危機管理体制の確立
来訪者、事業者、地域住民が安全に過ごせるように、危機管理体制が整っているか。（災害・感
染症・防犯）

A13.適切な民泊運営 ／A14.気候変動への適応 ／Ａ１５.危機管理 ／Ａ１６.感染症対策 ／B5.搾取や差別の防止 ／Ｂ７.安全と治安

①公共交通機関等の状況 公共交通機関や二次交通等でのアクセスは確保されているか。 Ｂ８.多様な受入環境整備

②マイカー等アクセス、駐車場の状況 マイカー等でのアクセス、駐車場は確保されているか。 ※岐阜県独自

①エネルギー消費量の削減
再生可能エネルギーの使用や省エネ対策により、エネルギー消費量の削減、効率化が図られて
いるか。

Ｄ７.省エネルギー

②環境負荷の少ない取組の推進
域内において、環境負荷の小さい交通機関の利用やゴミの削減、カーボンニュートラル等、環
境に配慮した取組が進められているか。

D8.水資源の管理 ／D9.水質 ／D１０.排水 ／D１１.廃棄物 ／D12.温室効果ガスの排出と気候変動の緩和 ／Ｄ１３.環境負荷の小さい交通
／D１４.光害 ／D15.騒音

８　その他 各委員が必要と判断する視点を加えて評価

９　総合評価

※　黄色部分　：　「岐阜の宝もの」認定基準から新たに追加した項目

※　ＪＳＴＳ－Ｄ該当指標　：　「Ａ　持続可能なマネジメント」　「Ｂ　社会経済のサステナビリティ」　「Ｃ　文化的サステナビリティ」　「Ｄ　環境のサステナビリティ」

ＮＥＸＴ　ＧＩＦＵ　ＨＥＲＩＴＡＧＥ　～岐阜未来遺産～　認定基準

７　環境に配慮した取り組みがされているか

６　交通アクセスが確保されているか

５　現地スタッフや関係者による継続的な受入体制やヤル気があるか

４　他の観光資源との連携の可能性があるか

３　リピーター確保につながる「もっと知りたい、もっと体験したい」と思わせる内容であるか

２　長期間にわたり魅力を発することができる永続性を有し、岐阜県ならではのオリジナリティがあるか

１　今までにない、新しいタイプの観光資源としての魅力があるか


